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(1) The 6th East Asia International Workshop“Present Earth Surface Processes and Historical Environmental 
Changes in East Asia”Taipei, Taiwan, 2009.9.25-27、約 100 名 
(2) ユーラシア東部/環日本海域・国際環境セミナ 「ー東アジアにおける地表プロセスと環境」2010.1.19 
（金沢大学自然科学図書館棟大会議室）44 名 
(3) 第 3 回環日本海域の環境シンポジウム「地球環境地域学の創成をめざして」（平成 21 年 10 月 28
～29 日，金沢，石川四高記念文化交流館，80 名） 
(4) 海外学術研究報告会「アンコール遺跡区域における環境汚染と環境破壊の現状と影響評価 
（International Symposium on the Present Situation of Environments in the Angkor Monument Park and 
Itsu Environs, Cambodia）」（平成 21 年 10 月 31 日，日本大学文理学部オーバルホール，42 名） 
 
研究会等の開催 
(1) 第４回国際学セミナー「アンコール世界遺産と国際協力（Angkor World Heritage and International 
Cooperation）」（平成 21 年 10 月 29 日，金沢大学総合教育講義棟，52 名） 
(2) 第 1 回能登総合シンポジウム：アジアと能登をつなぐ環：能登半島の未来可能性（平成 21 年 11
月 30～12 月 1 日，珠洲市，商工会議所，80 名） 
(3) 北陸流体工学研究会（平成 22 年 3 月 13 日，福井大学，100 名） 
(4) 第 4 回大気バイオエアロゾルシンポジウム（平成 22 年 3 月 14 日，名古屋市，ポートビル，30 名） 
(5) 電気学会マグネティックス研究会（平成 21 年 11 月 6, 7 日、金沢大学自然科学研究棟） 
(6) 環日本海域環境研究センター講演会,  講演者 Mustapha Nadi ナンシー大学 (フランス)（平成 21
年 11 月 5 日、金沢大学自然科学研究棟） 
(7) 環日本海域環境研究センター講演会, 講演者 Junwei Lu, グリフィス大学 (オーストラリア)（平成
21 年 12 月 4 日、金沢大学自然科学研究棟） 
(8) 第 12 回バイオサイエンスセミナー（平成 22 年 2 月 24 日、金沢大学自然科学研究棟） 
 
社会教育を目的とした実習・講義 
(1) 鹿児島大学総合研究博物館第 16 回市民講座「カンボジアの自然－アンコール文明をはぐくんだ湖
－」（平成 21 年 7 月 11 日，鹿児島大学総合教育研究棟） 
(2) 長久手町平成こども塾講義，自然はすごい！岩坂の寒乾旅行（平成 21 年 7 月 25 日，愛知県長久
手町平成こども塾） 
(3) 流体工学研究室見学会（平成 21 年 8 月 7～8 日，金沢大学角間キャンパス） 
(4) 世界連邦運動会石川県連合会の秋の講演会，黄砂が運ぶもの（平成 21 年 11 月 9 日，金沢エクセ
ル東急） 
(5) 2009 年度第２回日本海イノベーション会議「水の帝国アンコール－過去，現在，未来－」（平成
22 年 1 月 23 日，金沢市北國新聞交流ホール） 
(6) 見学会（泉丘高校）「低騒音風洞装置」（平成 22 年 3 月 15 日，金沢大学角間キャンパス） 
(7) TiO2/超音波触媒法による酸化ラジカル発生法とその応用, 北陸３県・大学シーズ・プレゼンセッ
ション２００９，金沢（2009. 9. 30）. 
(8) MEX 金沢 2009 出展（金沢大学イノベーション創成センターと共同）(2009. 5. 21-23) 
(9) 公開講座『バイオ工学入門・自然システム学類』「光触媒バイオ融合ナノ粒子と超音波技術のカッ
プリング」（2009. 6. 6） 
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(10) 「バイオによるものつくり」, 金沢大学オープンキャンパス (2009. 8. 6- 7). 
(11) TiO2/超音波触媒法による酸化ラジカル発生法とその応用, 北陸３県・大学シーズ・プレゼンセッ
ション２００９，金沢（2009. 9. 30）. 
(12) 「バイオによるものつくり」, 金沢大学 ふれてサイエンス＆テクテクテクノロジー (2009.11.1) 
 
シンポジウム開催報告 
(1) 2009 Present Earth Surface Processes and Historical Environmental Changes in East Asia -- Earth 
Surface Processes in a dynamic environment 
環日本海域環境研究センターの共催により、東アジア地域における環境問題や環境変動を議論するこ
とを目的として、平成 21 年 9 月 24 日－28 日に台湾・台北にて開催された。シンポジウムには日本・
中国・台湾・韓国・モンゴルより 100 名超の参加があった。31 件の口頭発表と、33 件のポスター発表




エコテクノロジー研究部門 岩坂泰信／松木 篤 
環日本海域は，世界的にみても極めて人間活動が高い地域の一つであり，ゆえに深刻な地球環境問
題をこの地域に引き起こしつつあることも指摘されねばならない．この地域の地球環境科学の総体的














各分野で推進してきた調査成果を，平成 21 年 10 月 31 日に東京都世田谷区の日本大学文理学部オー
バルホールにて国際学術調査報告会/セミナーとして開催した．主催は海外学術調査隊「カンボジア
のアンコール遺跡区域における環境破壊/汚染の現状と影響評価（通称：ERDAC）」，後援はアンコ
ール遺跡整備公団（APSARA 公団）および UNESCO である．また，この報告会は外務省の日メコ
ン交流年 2009 事業として認定されている．報告会には遺跡の環境整備事業にたずさわる APSARA
公団や UNESCO プノンペン事務所の関係者をはじめ，国内外の研究者・学生，そして一般市民ら約
40 名が参加し，「大気環境分野」，「水環境分野」，「水資源分野」，「森林環境分野」そして「地盤河
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川環境分野」からの話題について活発な質疑が展開された．この成果は平成 22 年 6 月にカンボジア
王国シェムリアプ市で開催されるアンコール遺跡国際管理運営委員会で報告予定である．  
 
(4) 第 1 回能登総合シンポジウム：アジアと能登をつなぐ環：能登半島の未来可能性 


















第 1 部：東アジアの大気を探る 
第 2 部：フィールド科学のあり方を考える 
第 3 部：黄砂科学の新潮流：黄砂バイオエアロゾル研究の現状と展望 
セッション 3：能登における教育研究の新展開  
第 1 部：臨地・臨床型教育研究の構想と実践 
第 2 部：臨地・臨床型教育研究の実践に求められるものは何か 
 
(5) 北陸流体工学研究会（平成 22 年 3 月 13 日，福井大学，100 名） 
エコテクノロジー研究部門 木村繁男 





2009 年 11 月 6-7 日に金沢大学自然科学研究棟にて開催された．磁気の医療応用や生体磁気，及
び磁気応用技術に関する研究発表が行われ（口頭発表 23 件），活発な討論が行われた． 
環日本海域環境研究センター講演会,  講演者 Mustapha Nadi ナンシー大学 (フランス) 
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平成 21 年 11 月 5 日、ナンシー大学の Mustapha Nadi 教授より生体組織の誘電特性評価について
講演があり、活発な質疑応答が行われた。 
(7) 環日本海域環境研究センター講演会,  
講演者 Junwei Lu, グリフィス大学 (オーストラリア) 
 平成 21 年 12 月 4 日にグリフィス大学（金沢大学協定校）の Junwei Lu 准教授より，Computational 
Electromagnetics and Its Applications for Low Frequency and High Frequency Electromagnetic Devices
について講演があり活発な質疑応答が行われた． 
(8) 第 12 回バイオサイエンスシンポジウム 
 平成 21 年度 2 月 24 日に第 12 回バイオサイエンスセミナーを開催した．このシンポジウムは,
バイオサイエンス関連の研究の交流と企業への情報提供を目指し，環日本海域環境研究センター
の共催により開催しているものである． 
第 12 回は「―医学と工学の連携―」をテーマに合計 3 件の招待講演，一般講演があり，参加者ら
の間では活発な質疑応答が行われた．以下は講演プログラムである． 
2009 年 2 月 18 日 金沢大学自然科学研究科 
特別講演「東北大学における医工学の取り組みと研究例」 
   東北大学大学院医工学研究科 教授    松木 英敏 
            環日本海域環境研究センター 客員教授 
講 演 （1）物理刺激による培養再生骨の石灰化促進 
             環日本海域環境研究センター 准教授 田中 茂雄 
（2）磁場による骨形成作用：魚のウロコを用いた解析 











































教 授  柏谷健二、山本政儀、長尾誠也  
准教授  長谷部徳子 





教 授  木村繁男 
客員教授 大屋裕二（九州大学応用力学研究所教授） 
特任教授 岩坂泰信（フロンティアサイエンス機構） 
准教授  塚脇真二 
助 教  仁宮一章 
特任助教 松木 篤（フロンティアサイエンス機構） 
研究員  洪 天祥（フロンティアサイエンス機構） 
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生物多様性研究部門 
教授  中村浩二、笹山雄一、 
准教授  木下栄一郎、鈴木信雄 
助教   




教授  清水宣明、山田外史 
客員教授 松木英敏（東北大学） 
准教授  田中茂雄 
助教   柿川真紀子 
研究員・協力員 Arkadiusz Miaskowski 

































Pb-210 の放射能比から、0.062g/cm2/year という堆積速度が見積もられた。義林池では堆積速度は 0.22 




討した。対象とした試料は 2009 年にフブスグル湖において 3 地点で採取されたグラビティコアとロン
グコアである HDP09 である。各コアの各深度における有機物、塩酸可溶物、生物起源シリカ、砕屑物
含有量および砕屑物粒径を測定した。 






 本研究では 2008 年にフブスグル湖最深部付近で採掘されたドリリングコア HDDP08 を対象とした。
また HDP08 と近接する地点で回収されたグラビティコア HDP08-1d についても HDP08 最上部の補完
を目的として分析した。分析項目は塩酸可溶物量、有機物含有量およびそれらを除去した後の砕屑物
含有量と粒径である。 
















研究では、より高いトラック密度のジルコンでの FT 年代測定を目指し、FT の観察に原子間力顕微鏡


























































平成 21 年 7-8 月の蒼鷹丸調査航海において、日本海盆、大和海盆の日本海混合層水および固有水を
鉛直方向に採取、さらに現地ろ過処理もおこなった。簡便な共沈法を施した海水試料およびフィルタ
ー試料に低バックグラウンドガンマ線測定法を適用することにより、これら試料における 7Be、137Cs、
226Ra、228Ra および 228Th の測定をおこなった。その結果より、日本海における水塊、粒子など物質循
環に関する知見を引き出す。 
 
6) 東シナ海東部における 226Ra、228Ra および 228Th 濃度の季節変動 
2 月、3 月、4 月、6 月、7 月および 10 月の 6 回にわたり、東シナ海東部の 2 地点において採取され





 海水中に存在する極微量の人工放射性核種 137Cs（30.5 年）の海水循環の研究（気象研からの受託研
究として共同で推進）で，太平洋深海約 1000-5500m の深層水中の 137Cs 濃度 150 試料を尾小屋地下実






用出来るかを検討した。本年度は 11 検体で測定を継続し，Ra-228 から Th-228 の成長が成長曲線とど
の程度一致するか検討し結果，全て検体でほぼ成長曲線との一致が確認された。この結果から予測さ
れる年齢は，誤差を考慮しても，目視による経験的な年齢と一致しない検体も見られた。本年度は更
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見積もるために 125Eu, 60Co，加えて、水爆の原料組成や規模等の情報を得るために 238U(n,2n), 
238U(n,3n), 235U(n,などの核反応で生成する可能性がある 237Np,236U についても測定を試みた。 
 






年に、厚生省が中心となり、広島市の爆心地 30 km 圏内 16 方位で、きめ細かな土壌試料の採取を行
い、残留放射能の調査を行った。物理的半減期の長い核分裂生成核種 137Cs(T1/2=30.17 y)を中心に測定
が行われたが、1950 年から 1960 年代はじめに行われた米ソの大気圏核実験からの大量の地球規模フ
ォールアウト（global fallout）のために、広島原爆由来のフォールアウト 137Cs の痕跡を見出すことが
極めて困難であった  
 広島原爆が原爆材料として 235U を使用していることに着目すると、235U(n, )核反応により生成する
可能性がある 236U がローカルフォールアウトとして降下蓄積していることが予想される。昨年度，ウ
ィーン大学加速器研究機関（VERA）の加速器質量分析計（TOF-AMS）を用いて LLRL 横の森林土壌




11) 大深度掘削井から得られる高塩濃度 Na-Cl 型地下水の Ra の地球化学的研究 




その大部分は，温泉として利用されている．我々は、これら高塩濃度 Na-Cl 型地下水が 226Ra を高濃
度に含むのではないかと考え、Na-Cl 型地下水水中の Ra 同位体の地球化学的研究を始めたこれまで、
典型的なグリーンタフ地域である石川県，日本の油田・ガス田地域である新潟県および一部石油や天
然ガスを含む温泉が点在する富山県氷見市をフィールドにして研究をしてきた．その結果，1Bq/kg を














と低分子画分のフミン酸と Eu との錯形成は異なることが示唆された。 
 












 里山と里海の連関性を物質動態の観点より検討するため、熊木川で月 1 回の観測を開始し、溶存成
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撲滅策の提言を目的として，大気環境分野，森林環境分野，河川/地盤環境分野，水/生物環境分野か
らなる分野横断的な観測・調査を同国政府やアンコール遺跡整備機構，UNESCO などとの密接な連携
のもとに実施しており，2009 年 10 月にはこれにかかる国際報告会を東京都世田谷区の日本大学文理



























ぼ全域での海洋地質学的調査を実施し，約 50 点の海底柱状試料および約 500 点の海底表層堆積物試料




















博士後期課程に属する Arin Ngamniyom 君は、2009 年の 8 月に課程を修了した。彼は、メダカのホル
モンの研究をしている。メダカの場合、ヒレの形態が第二次性徴を現しているので、ニホンメダカと
タイメダカのヒレ（背ビレ、胸ビレ、腹ビレ、尻ビレ、尾ビレ）において、男性ホルモンと女性ホル





















骨細胞の活性を面積当たりで算出する方法を新たに開発した（Biol. Sci. Space, 2009）。また宇宙実験で
は、新規メラトニン誘導体の作用についても解析する。この研究は、東京医科歯科大学の服部淳彦教
授と金沢大学の染井正徳名誉教授との共同研究であり、2004 年から継続して研究しているテーマであ
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る（J. Pineal Res., 2008a）。既に、国内特許は取得済（JP Patent 4014052 号）であり、現在米国特許を
出願中である。さらに、ハムリー（株）の関あずさ博士と共にメラトニン誘導体の卵巣除去ラット及
び低 Ca 食ラットにおける影響を評価した。その結果、卵巣摘出ラットおよび低 Ca 食ラットにおいて、
メラトニン誘導体を経口投与することにより骨強度が上昇することが判明した（J. Pineal Res., 2008b）。
したがって、この化合物は骨疾患の治療薬として有望である。これらの成果は、Korea-Japan Joint 
Research Project Symposium で発表（招待講演）した。 
宇宙環境利用科学委員会研究班ワーキンググループの研究助成を受け、ホルモンに対するウロコの骨
芽細胞と破骨細胞に対する応答を解析した。本年度は、特に、副甲状腺ホルモンに対する応答につい
て解析した。この研究は、オーストラリアのメルボルン大学の Prof. T. John Martin と RMIT 大学 Dr. 
Janine A. Danks、東京医科歯科大学の服部淳彦教授、同大学の田畑 純准教授、岡山大学の山本敏男教
授、同大学池亀美華准教授、早稲田大学の中村正久教授との共同研究により進めている。その研究の
成果から、以下のことがわかった。副甲状腺ホルモンはヒトと同様にまず骨芽細胞を活性化し、次い
で破骨細胞を活性化して骨吸収を行うことを in vitro 及び in vivo でも証明した。さらに骨芽細胞で発
現しているリガンドである Receptor Activator of NF-κB Ligand（RANKL）と破骨細胞にあるレセプタ
ーである Receptor Activator of NF-κB（RANK）の mRNA 発現も副甲状腺ホルモンにより上昇するこ
とが判明した。これらの成果は、日本宇宙生物科学会及び宇宙利用シンポジウムで発表した。 
また、科学研究費の助成を受け、超音波の音圧による機械的刺激に対する応答を解析した。ヒトの骨



















で、ウロコを用いて PAH 類の骨に対する作用を解析した。ウロコの in vitro の培養系で解析した結果、
水酸化 PAH（P450 により代謝された PAH の代謝産物）の内分泌攪乱作用が、PAH 自体よりも強いこ
とが示唆された（Life Sci., 2009）。現在、富山大学遺伝子実験施設の田渕圭章准教授と高碕一朗助教と
の共同研究により、GeneChip 解析を行い、詳細な機構を解析中である。これらの成果は、Busan 
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では、TBT は骨芽細胞の活性を抑制し、骨代謝異常を引き起こす。しかし、in vivo で実験すると TBT
の作用は弱まる。おそらく、in vivo では TBT 結合タンパク質が TBT と結合して、TBT の解毒に関与





























一般に自家不和合性は近交弱勢  > 1/2 の時維持されるが、 > 1/2 の時でもある状況下では自家和合
性の個体が侵入できることが進化モデルから予想されている。コバノガマズミの場合であることがわ
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6) 熱帯山地林における Medinilla 属 8 種の開花・結実の季節性 
1996 年から 2001 年にかけてマレーシア・サバ州キナバル山の熱帯山地林で行った生物季節学的研究
の一部に関してとりまとめを進めた。湿潤熱帯では気候の季節変化が乏しいにもかかわらず、そこに
生育する植物の多くはその繁殖活動に明瞭な季節性を示す。本研究では、ノボタン科の Medinilla 属 8
種の繁殖時期および繁殖トリガーを明らかにするため、開花・結実と気温，降水量，日照量との季節
的対応について調べた。本研究の内容は、第 57 回日本生態学学会（2009，盛岡）で発表し、日本生態












































４）がん細胞を特異的に認識する機能性 DNA 分子（アプタマー）の探索  
 通常，生体内の DNA は２重螺旋構造をしている．しかし，本研究では，様々な構造を取り，生体
分子に対して親和性を持つ一本鎖の DNA 分子（DNA アプタマー）を設計し利用することを目的とす
る．本研究では，分子進化工学的手法によって，がん細胞を特異的に認識する DNA アプタマーを探







































サ）をつけた極細の磁界計測プローブである．形状は，長さ 20 mm, 幅 250  m のセラミック針であり，



































ータ）の形状，励磁するコイル電源（励磁電流 数百 A, 電圧 数千 V）について検討した．コイル形
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(10) 長尾誠也：日本原子力学会編集委員、日本放射化学会編集委員（H21 月 7 月〜）、日本腐植物質学
会評議委員、日本地球惑星連合 2009 年大会「水循環・水環境」コンビーナー代表 
(11) 浜島靖典：日本放射化学会ニュース編集委員 
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部会講演会, 加賀観光ホテル，加賀 (2009.5) 
(3) Matsuki, A.: Climatic and Environmental study of atmospheric trace gases and aerosols in Noto peninsula: 
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(28) 三浦哲也・木村繁男・木綿隆弘・小松信義：水の凝固速度に及ぼす自然対流の影響．日本機
会学会熱工学コンファレンス 2009 講演論文集，09-33，49-50，山口，（2009.11） 
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(30) 松木 篤 Laj, P., Sellegri, K., Venzac, H., Boulon, J., 三浦和彦, 岩坂泰信: 富士山山頂における
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(1) 木村繁男，Michael Vynnycky, MACSI Senior Research Fellow, Department of Mathematics and Statistics 
University of Limerick, Limerick, Irland，Mpemba 効果に関する研究 
(2) 木村繁男，Robert McKibbin, Professor, Department of Mathematics, Massey University, New Zealand，
植生内の乱流拡散に関する研究 
(3) 木村繁男, 矢崎総業（株），マイクロフローセンサーの開発に関する研究 
(4) 木村繁男，産業技術総合研究所，二重拡散現象に関する基礎研究 
(5) 木村繁男，（株）エオネックス，地下水の計測に関する研究 
(6) 木村繁男，三菱電機（株），Imaging LIDAR を用いた上空の風速測定手法に関する研究 
(7) 岩坂泰信，D. I. Lee, Professor, Laboratory of Atmospheric Environment, Pugyong University, Busan, 
Korea, 日本海洋上大気中のエアロゾル粒子分布 


































(7) 松木 篤，韓国（釜山），アジアアフリカ学術形成基盤事業 日韓セミナー(2009. 6) 
(8) 松木 篤，中国（北京），大気エアロゾル試料採集に関わる調査 (2009. 10) 
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(1) Sylvie Lorente, Professor of Civil Engineering, INSA(National Institute for Applied Science)-Toulouse, 
France，The Constractal Law に関する研究 (2009. 10) 
(2) Paolo Laj, Senior Scientist, Laboratoire de Glaciologie et Geophysique de l’Environnement, Grenoble, 
France，富士山山頂における大気エアロゾル共同観測 (2009. 7)  
(3) J. Heizenberg, Director, Leipnitz-Institute for Tropospheric Research, Germany (対流圏科学ライプニッ
ツ研究所・所長)，大気エアロゾル研究の促進にかかわる打ち合わせ (2009. 9) 
(4) Peou Hang, Deputy Director-General, Authority for the Protection and Management of Angkor and the 
Region of Siem Reap (APSARA Authority), Cambodia（カンボジア王国国立アンコール遺跡公園整備
公団副総裁），アンコール遺跡公園の環境保全事業にかかる打合せおよび合同セミナーの開催 
(2009. 10) 
(5) Bun Hok Lim, National Staff in charge of Angkor Monuments, Culture Division, UNESCO/Phnom Penh 
Office, Cambodia（ユネスコ/プノンペン事務所文化部門アンコール遺跡世界遺産担当職員），アン
コール遺跡公園の環境保全事業にかかる打合せおよび合同セミナーの開催 (2009. 10)  
(6) Adrian Bejan, J.A.Jones Professor of Mechanical Engineering, Duke University, USA，The Constractal 
Law に関する研究 (2009. 10) 
(7) S.-C. Yoon，Professor, Seoul National University (ソウル大学・教授)，能登スーパーサイト運営の打
ち合わせ（2009. 10） 
(8) D. I. Lee，Professor, Pugyon University(釜慶大学校・教授)，能登スーパーサイト運営の打ち合わせ
（2009. 10） 
(9) H. S. An, Professor Emeritus, Seoul University, Seoul, Korea（ソウル大学名誉教授），能登スーパーサ
イトの活動に関する助言（2009. 10） 
(10) Michael Vynnycky, MACSI Senior Research Fellow, Department of Mathematics and Statistics University 
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(1) 木村繁男：2012 年日本機械学会年次大会実行委員会副委員長（2012. 9, 金沢），日本機械学会校閲
委員，日本冷凍空調学会 2010 年度年次大会実行委員（2010. 9, 金沢），日本流体力学会代議員，
International Editorial Board Member of “Transport in Porous Media”, Springer，International Editorial 
Board Member of The Open Transport Phenomena Journal, Bentham Science Publishers，International 
Scientific Committee Member for the 21th International Symposium on Transport Phenomena（2010. 11, 
高雄），International Program Committee Member for "Fluxes and Structures in Fluids: Physics of 
Geospheres", Russian Academy of Science（2011. 9, ウラジオストック） 




会（CCOP）日本国代表委員，同委員会日本国内委員会委員，UNESCO-MAB（Man and Biosphere: 
人と生物圏）および UNESCO-BR（Biosphere Reserves: 生物圏保護区）東アジア・東南アジア地
区メンバー，カンボジアのシェムリアプ州ならびにアンコール遺跡区域水問題会議委員，アンコ
ール遺跡国際管理運営委員会メンバー 











(3) 塚脇真二：鹿児島大学総合研究博物館第 16 回市民講座講師，金沢子ども財団中学校サイエンスク
ラブ講師，海外学術調査報告会/一般講演会「アンコール遺跡区域における環境汚染と環境破壊の
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著書 
1) 鈴木信雄，田畑 純，服部淳彦：第３章 キンギョ．『身近な動物を使った実験１』，鈴木範男編，
三共出版，東京，31-77 (2009) 





1) 鈴木信雄，笹山雄一：軟骨魚類と円口類のカルシトニンの生理的役割．第 23 回海洋生物活性談話
会．東京大学付属臨海実験所，神奈川県（2009, 5/24） 
2) Suzuki, N.: Fish scale is a good model for the evaluation of the bone metabolism in fish: The effects of 
heavy metals and endocrine disruptors on osteoblasts and osteoclasts in the scales. Busan Symposium in 
Pukyong National University (JSPS’s Asia and Africa Science Platform Program), Pukyong National 
University (Busan, Korea), June 19, 2009（招待講演） 
3) 鈴木信雄：魚類のウロコを用いた宇宙生物学的研究．平成 21 年度日本動物学会中部支部大会，椙
山女学園大学，愛知県（2009, 8/2）  
4) Suzuki, N.: The toxicity of bisphenol A and polycyclic aromatic compound in osteoblasts and osteoclasts 
of teleosts. JENESYS-POMRAC-Kanazawa University Joint Symposium 2009, Kanazawa University 
(Ishikawa, Japan), September 10, 2009（招待講演） 
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6) 大場由美，鈴木信雄，島崎洋平，佐藤根妃奈，笹山雄一，大嶋雄治：ヒラメトリブチルスズ結合
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雄一：トリブチルスズ結合タンパク質（TBT-bp1）は TBT の骨芽細胞 ALP 活性阻害を 回復させ
る．第 15 回日本環境毒性学会・バイオアッセイ研究会，東京海洋大学，東京都（2009, 10/3） 
9) Suzuki, N.: Development and application of a fish scale in vitro assay system: Fish scale is a suitable 
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魚類のウロコを用いた宇宙生物学的研究：魚類のウロコにおけるホルモン応答． 第 26 回宇宙利
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宮崎安将，向井千秋，保田浩志，山崎 丘，Chattopadhyay, K., Orlov, O.I., Sharma, S.C., Shivaji, S., 庄 
逢 源：平成 21 年度宇宙ストレス生物学研究班ＷＧ活動報告．第 26 回宇宙利用シンポジウム，宇
宙航空研究開発機構・相模原キャンパス，神奈川県（2010, 1/26） 
16) Suzuki, N.: Fish Scales: Investigation of the osteoclastic and osteoblastic responses to microgravity using 
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魚の骨代謝を攪乱する．第 44 回日本水環境学会，福岡大学，福岡県（2010, 3/15） 
19) 中野 淳，鈴木信雄，鳥羽 陽，早川和一：多環芳香族炭化水素類を魚に投与後の血中 Ca 濃度、
胆汁組成と骨芽・破骨細胞活性の変化．第 130 回日本薬学会年大会，岡山コンベンションセンタ
ー，岡山県（2010, 3/30） 





22) 木村一也・田辺慎一・中村浩二：果実食鳥類のfruit tracking?  地域スケールでみた果実生産と鳥
飛来数の対応関係．日本生態学会・第57回大会 (2010年3月，東京) 




ナカリンウイロット大学（タイ）Dr. Wichian Magtoon 
2) 笹山雄一：メダカの鰭の形成に及ぼす性ホルモンの研究，基礎生物学研究所教授 長濱義孝氏 
3) 笹山雄一：マシコヒゲムシ栄養体のバクテリオサイト微細構造の研究，島根大学生物資源科学部
教授 松野あきら氏 
4) 笹山雄一：マシコヒゲムシ栄養体の脂肪酸組成の研究，東京学芸大学教授 三田雅敏氏 
5) 鈴木信雄：魚類の副甲状腺ホルモンに関する研究，メルボルン大学（オーストラリア）   Prof. 
T. John Martin、RMIT 大学（オーストラリア）Dr. Janine A. Danks 
6) 鈴木信雄：魚類のカルセミックホルモン（カルシトニン、ビタミン D、スタニオカルシン）に関




病研究センター主任研究員 山元 恵氏，東京慈恵会医科大学医学部准教授 高田耕司氏 
9) 鈴木信雄：ニワトリのカルシトニンレセプターのクローニングとその発現に関する研究，新潟大




氏，北里大学水産学部教授 高橋明義氏，同准教授 森山俊介氏 
12) 鈴木信雄：再生ウロコに関する研究，北海道大学大学院水産科学研究院教授 都木靖章氏，東京
医科歯科大学大学院医歯学総合研究科准教授 田畑 純氏 
13) 鈴木信雄：円口類と軟骨魚類のカルシトニンの構造決定，東京大学海洋研究所教授 竹井祥郎氏，
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同准教授 兵藤 晋氏 
14) 鈴木信雄：交流磁場の骨代謝に及ぼす影響，九州大学大学院工学研究院特任教授 上野照剛氏，
千葉大学 工学部准教授 岩坂正和氏 
15) 鈴木信雄：魚類の鰓後腺に存在するエストロゲンレセプターに関する研究，早稲田大学教育学部
名誉教授 菊山 榮氏，早稲田大学人間総合研究センター研究員 山本和俊氏 
16) 鈴木信雄：ヒラメの初期発生におけるカルシトニンの作用，東北大学農学研究科教授 鈴木徹氏，
独立行政法人水産総合研究センター養殖研究所発育制御チーム長 黒川忠英氏  
17) 鈴木信雄：脂肪酸の石灰化に対する作用，富山大学 和漢薬研究所教授 浜崎智仁氏 
18) 鈴木信雄：超音波の骨代謝に及ぼす影響，富山大学大学院医学薬学研究部教授 近藤 隆氏，同大
学 医学部講師 和田重人氏  
19) 鈴木信雄：ウロコの破骨細胞で発現している遺伝子の解析，早稲田大学教育学部教授 中村正久
氏 
20) 鈴木信雄：重力及び微小重力の骨組織に対する作用，東京大学 アイソトープ総合センター 教
授 井尻憲一氏 
21) 鈴木信雄：歯の石灰化に関する研究，高知学園短期大学教授 三島弘幸氏 
22) 鈴木信雄：静磁場の骨代謝に及ぼす影響，独立行政法人 物質・材料研究機構 強磁場研究 セン
ター 研究員 廣田憲之氏，同研究センター 特別研究員 木村史子氏 
23) 鈴木信雄：インドール化合物の抗菌活性及び植物の根の成長促進作用に関する研究，富山大学大





26) 鈴木信雄：インドール化合物のラットの骨代謝に及ぼす影響，ハムリー（株）国際事業部 部長 
関あずさ氏 
27) 鈴木信雄：魚類の骨代謝におけるビタミンＫの作用，神戸薬科大学教授 岡野登志夫氏，同講師 
中川公恵氏 
28) 鈴木信雄：魚のウロコで発現している遺伝子のメカニカルストレスに対する応答，富山大学生命
科学先端研究センター 遺伝子実験施設 准教授 田渕圭章氏、同助教 高碕一朗氏 
29) 鈴木信雄：耳石の石灰化に対するメラトニンの作用，奈良県立医科大学准教授 大西 健氏 
30) 鈴木信雄：海産魚類及び海産無脊椎動物のカルシトニンの構造進化及び作用進化に関する研 
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(48) S. Susuki, T. Maki, M. Kobayashi, F. Kobayashi, M. Kakikawa, M. Yamada, T. Higashi, A. Matsuki, C. 
Hong, Y. Tobo, H. Hasegawa, Y. Iwasaka, Phylogenetic diversity of bioaerosol in the atmosphere of an 
Asian dust (KOSA) arrival region, Suzu City, 16th Asian Symposium on Ecotechnology, China Dalian 
(2009.10) 
(49) T. Maki, S. Susuki, K. Aoki, F. Kobayashi, M. Kakikawa, H. Hasegawa, Y. Iwasaka, PCR-DGGE analysis 
of Asian dust (KOSA) bioaerosol recorded in snow cover at Mount Tateyama, Central Japan. 16th Asian 
Symposium on Ecotechnology, China Dalian (2009.10) 
(50) 柿川真紀子, 珠洲上空バイオエアロゾルのメタゲノム解析，能登総合シンポジウム、石川(2009.11) 
(51) 柿川真紀子, 能登半島上空で採取した黄砂バイオエアロゾル：メタゲノム解析, 第4回大気バイオ
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 訪問外国人研究者 
(1) Mustapha Nadi, ナンシー大学、フランス、教授、研究交流、2009.11.05 
(2) Junwei Lu, グリフィス大学、オーストラリア、准教授、2009.12.14 






















ンセッション２００９，金沢（2009. 9. 30）. 
・「バイオによるものつくり」, 金沢大学オープンキャンパス (2009. 8. 6- 7). 
・公開講座『バイオ工学入門・自然システム学類』「光触媒バイオ融合ナノ粒子と超音波技
術のカップリング」（2009. 6. 6） 






















































(2) 仁宮一章（代表），平成 21 年度金沢大学重点戦略経費（中核的教育拠点「学際・複合・新領域」）
「21 世紀を支える新自然エネルギー利用に向けた分野横断的研究」，1,000 千円 
(3) 仁宮一章（分担），平成 21 年度三谷研究開発支援財団研究開発資金助成「低環境負荷ラジカル生
成法によるケナフチップ糖化前処理とバイオエタノール発酵生産」，1,500 千円 




(1) 木村繁男（代表），矢崎総業（株）マイクロフローセンサーの開発に関する研究，500 千円 
 
4)  受託研究費 




(1) 仁宮一章（代表），第 29 回（平成 21 年度）ゼネラル石油研究奨励財団研究助成「「TiO2/US 法に
よるリグニン処理」と「重イオンビームによる“超進化型”酵母」を用いたリグノセルロース由来
バイオ燃料の効率的生産プロセス」，1,000 千円 
(2) 岩坂泰信（代表），三井物産環境基金，15,420 千円 
 
6) その他 
(1) 松木 篤（代表），平成 21 年度金沢大学と北陸先端科学技術大学院大学との教育研究活動の支援，
100 千円 







3) （代表：和田重人，富山大学）分担金 2009 年 100,000 円（2009 年の直接経費 total 1,000,000 円） 
4) 鈴木信雄（分担），基盤研究（B），多環芳香族炭化水素類が環境・生体で新たに獲得する毒性に
関する戦略研究（代表：早川和一，金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授）      分担金
2009 年 200,000 円（2009 年の直接経費 total 2,600,000 円） 
5) 鈴木信雄（分担），挑戦的萌芽研究，重油汚染海水で孵化した魚の脊柱彎曲は多環芳香族炭化水素
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が原因か？分担（代表：早川和一，金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授）      分担金
2009 年 750,000 円（2009 年の直接経費 total 1,600,000 円） 
6) 鈴木信雄（分担），二国間交流事業，東アジアにおける多環芳香族炭化水素類の挙動と毒性（代表：
鳥羽 陽，金沢大学医薬保健研究域薬学系・准教授）（2009 年, 1,000,000 円） 
 
受託研究費 
1) 鈴木信雄（代表），独立行政法人 科学技術振興機構 平成２１年度「シーズ発掘試験」， 新規
インドール化合物を用いた骨粗鬆症の治療薬の研究開発，2,000,000 円 
2) 鈴木信雄（分担），環境省 ExTEND2005 フィージビリティースタディー，多環芳香族炭化水素類
の内分泌かく乱作用の構造活性相関に基づく魚鱗の化学物質スクリーニング法に関する研究．（代
表：早川和一、金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授），2009 年 2,000,000 円 
3) 鈴木信雄（分担），環境省 地球環境推進費 H21 地球環境問題対応型研究課題，日本海域におけ
る有機汚染物質の潜在的脅威の把握，（代表：早川和一、金沢大学医薬保健研究域薬学系・教授）
2009 年 47,701,000 円 
4) 木下栄一郎、財団法人日本科学協会、交雑種オオミズヒキモと両親種ホソバミズヒキモとヤナギ





2) 鈴木信雄（代表），宇宙航空研究開発機構 宇宙環境利用科学委員会研究班ワーキング  グルー
プ活動支援，魚類のウロコを用いた宇宙生物学的研究，2,800,000 円 
 
4)  奨学寄附金 
1) 鈴木信雄（代表），（財）クリタ水･環境科学振興財団助成金，骨代謝異常を評価する    迅速・高
感度なシステムの開発：重油汚染海域における魚の脊柱彎曲の発症機構の解明． 2009 年 10 月～























ん医学・工学テクノロジー連携によるがん分子標的治療法開発のための拠点形成,  3,000 千円 
(2) 清水宣明（代表）：平成 2１年度研究開発資金助成，財団法人 三谷研究開発支援財団, 低環境負
荷ラジカル生成法によるケナフチップ糖化前処理とバイオエタノール発酵生産, 1,500 千円 
(3) 清水宣明（代表）：平成 21 年度 調査研究助成金、財団法人医科学応用研究財団，腫瘍認識型 TiO2
ナノ粒子と超音波触媒法をカップリングさせた臓器機能温存型がん治療法，1,000 千円 















1. Sherif Mansour、Evolution and Thermo-Tectonic Development of the Basement Complex, West-central 
Sinai, Egypt: Constraints from Uranium-Lead Dating and Apatite Fission Track Low-Temperature 
Thermochronology、自然科学研究科地球環境学専攻、修士（理学）、長谷部徳子 
2. 永田貴洋、Prediction of iodine adsorption on oxides by surface complexation modeling、自然科学研究
科地球環境学専攻、修士（理学）、福士圭介 
3. 福本寛人、Paleoenvironment recorded in carbonate minerals in bottom sediments of Lake Hovsgol、自然
科学研究科地球環境学専攻、修士（理学）、福士圭介 



















































































(1) Mohammad Mizanur Rahman，Study on Sonodynamic Disinfection in Conjunction with Non-woven 
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TiO2 Fabrics（TiO2 不織布と超音波を組み合わせた殺菌手法に関する研究）（清水宣明・仁宮一章），
自然科学研究科物質科学専攻，博士(工学) 




(1) 大島周平，TiO2 ナノ粒子と超音波触媒法を併用したがん治療法の in vitro および in vivo 評価（清
水宣明・仁宮一章），自然科学研究科物質工学専攻，修士(工学) 































(7) 橘 孝平、「力学的刺激による培養再生骨の石灰化促進」、工学部人間・機械工学科、学士（工学） 


































2009 年 10 月 29 日：黄砂の微生物研究報告，北陸中日新聞朝刊 
2009 年 10 月 29 日：黄砂研究の現状を紹介，北國新聞朝刊 
2010 年 1 月 24 日：日本海イノベーション会議・金大プログラム「環境問題など興味深く３氏が語
る」．北國新聞朝刊 
2010 年 2 月 24 日：2009 年度金沢大学（第２回）プログラム 日本海イノベーション会議．北國新
聞朝刊 




2009 年 4 月 3 日：Phnom Penh air dangerously polluted: study. The Cambodia Daily 
2009 年 6 月 18 日：Pollution not harming temples, yet. The Phnom Penh Post 
2009 年 10 月 22 日：アンコール遺跡環境調査報告会世田谷で 31 日．毎日新聞朝刊都内版 
2009 年 11 月 1 日：アンコール遺跡調査隊世田谷で研究報告会「大気汚染が進んでいる」．毎日新
聞朝刊都内版 
2010 年 1 月 24 日：日本海イノベーション会議・金大プログラム「環境問題など興味深く３氏が語
る」．北國新聞朝刊 
2010 年 2 月 3 日：カンボジア工大と協定 金大 環境調査や教育推進 月内に調印式．北陸中日新聞
朝刊 
2010 年 2 月 24 日：2009 年度金沢大学（第２回）プログラム 日本海イノベーション会議．北國新
聞朝刊 
・報道関係（ラジオ） 
2009 年 7 月 9 日：金沢名物ＧｏＧｏは本多町三丁目「金沢大学の研究室から生中継」．北陸放送 
2009 年 10 月 15 日：金沢名物ＧｏＧｏは本多町三丁目「第４回国際学セミナー“アンコール遺跡
と国際協力”の紹介」．北陸放送 
 
(3) 松木 篤 
・報道関係（新聞） 




(1) 山田外史，柿川真紀子「GMR Sensor Application in Detecting and Estimating Magnetic Fluid Weight 
Density inside Various Size Tumors」平成 21 年度日本磁気学会論文賞、日本磁気学会年会、長崎
大学、2009 年 9 月 15 日 
(2) 田中茂雄、「三次元培養骨芽細胞の力学刺激への細胞内 Ca2+応答」、日本機械学会北陸信越支部




(1) 仁宮一章，清水宣明：ヒト肝臓がん細胞 HepG2 に特異的な結合性を有する DNA アプタマー, 特願
2010-28012 (2010) 2010.2.10 
(2) 仁宮一章，高橋憲司, 清水宣明：バイオマスを用いたアルコール又は有機酸の製造方法, 特願
2009-238797 (2009) 2009.10.16 
 
 
